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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第22期
第２四半期
累計期間

第23期
第２四半期
累計期間

第22期

会計期間
自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日

自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日

自　平成25年４月１日
至　平成26年３月31日

売上高 （千円） 471,192 508,149 1,066,661

経常損失（△） （千円） △97,017 △66,707 △141,070

四半期（当期）純損失（△） （千円） △101,406 △77,420 △146,894

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 2,019,628 2,019,628 2,019,628

発行済株式総数 （株） 13,588 1,358,800 1,358,800

純資産額 （千円） 1,631,984 1,502,774 1,585,896

総資産額 （千円） 1,876,110 1,740,709 1,824,668

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）
（円） △79.96 △61.05 △115.83

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － －

自己資本比率 （％） 87.0 86.3 86.9

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △184,928 △22,435 △181,991

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 2,216 9,413 60,716

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） － △18 －

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 1,345,487 1,395,651 1,407,705

 

回次
第22期
第２四半期
会計期間

第23期
第２四半期
会計期間

会計期間
自　平成25年７月１日
至　平成25年９月30日

自　平成26年７月１日
至　平成26年９月30日

１株当たり四半期純損失金額

（△）
（円） △16.11 △29.34

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がありませんので記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失金額で

あり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

５．平成25年10月１日付で普通株式１株につき100株の割合で株式分割を行っております。そのため、前事業年

度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期（当期）純損失金額を算定しております。

 

２【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて、重要な変更はありません。

 

継続企業の前提に関する重要事象等

　当社は、継続して営業損失及びマイナスの営業キャッシュ・フローを計上し、継続企業の前提に重要な疑義を生じ

させるような状況が存在しております。しかしながら、当第２四半期会計期間末において借入金は無く現金及び預金

1,395百万円を保有し、必要な運転資金を確保していることから、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認めら

れないと判断し、財務諸表への注記は記載しておりません。

　当社は、早期の経常損益の黒字化を達成し当該状況を解消する為、「３ 財政状態、経営成績及びキャッシュ・フ

ローの状況の分析 (6) 継続企業の前提に関する重要事象等を解消するための対応策」に記載の諸施策の実施により

売上高の拡大を図ってまいります。

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

　当第２四半期累計期間におけるわが国の経済は、企業収益の改善や設備投資の増加など、景気は緩やかな回復基

調で推移しました。先行きについては、海外経済を巡る不確実性は依然として高く、国内景気を下押しするリスク

が存在します。

　国内企業のＩＴ投資については、増加傾向にあるものの依然慎重な姿勢を崩しておりません。一方、企業や社会

のネットワーク化は急速に進行し、ＩｏＴ（Internet of Things：モノのインターネット）の進展により新しい事

業分野が出現してきております。

　このような状況において、当社は、独自性の高い自社製品であるマイクロサーバに経営資源を集中してまいりま

した。システムインテグレータや流通事業者、付加価値再販業者などのパートナーとの連携による営業に注力し、

マイクロサーバの売上高は前年同期に比べ大幅に増加し、全体の売上高も増加となりました。また、中期的な成長

を確実なものとするために、マイクロサーバ事業についてサービスプラットフォーム型への変革を実施しており、

そのベースのひとつとして、９月にＭ２Ｍ（Machine to Machine：機器間通信）やＩｏＴシステムの構築に最適な

新モデル「ＯｐｅｎＢｌｏｃｋｓ（オープンブロックス） ＩｏＴファミリ」を発表し、第４四半期の発売開始を

予定しております。

　損益面については、付加価値の高いマイクロサーバの売上高の増加により利益率が向上したことに加え、前事業

年度において大幅に削減した販売費及び一般管理費について、引き続き抑制努力を継続し前年同期に比べ減少した

ことにより、営業損失は大幅に縮小しました。また、自社製品コンピュータに係る長期前払費用等の減損処理によ

り減損損失10百万円を特別損失に計上しました。

　この結果、当第２四半期累計期間の売上高は508百万円（前年同期比36百万円・7.8％増加）、営業損失は67百万

円（前年同期は営業損失118百万円）、経常損失は66百万円（前年同期は経常損失97百万円）、四半期純損失は77

百万円（前年同期は四半期純損失101百万円）となりました。

　品目別の売上高動向につきましては、次のとおりであります。

 

（自社製品コンピュータ）

　マイクロサーバについては、監視用途での更新需要に加えアプライアンス製品の出荷が好調であり、売上高は前

年同期に比べ大幅に増加しました。サーバ（ＩＡサーバ）・ストレージについては、既存顧客を中心とした販売を

行い、前年同期に比べ売上高は増加しました。この結果、自社製品コンピュータ全体の売上高は前年同期に比べ増

加し、227百万円（前年同期比42百万円・22.8％増加）となりました。

 

（コンピュータ関連商品）

　法人営業の売上が前年同期に比べ増加しましたが、オンライン販売サイトの売上が減少しました。この結果、コ

ンピュータ関連商品全体の売上高は前年同期に比べ減少し、221百万円（前年同期比10百万円・4.5％減少）となり

ました。
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（サービス・その他）

　マイクロサーバに係るサポートサービスについては、アプライアンス製品の販売増加に伴い前年同期に比べ増加

し、サーバ（ＩＡサーバ）・ストレージの延長保守サービスについては、大口の年間保守契約が継続したものの減

少しました。この結果、サービス・その他全体の売上高は前年同期に比べ増加し、58百万円（前年同期比4百万

円・9.1％増加）となりました。

 

　なお、上記の各品目に含まれるマイクロサーバに関連する売上高（本体、サポートサービス、オプション品な

ど）は176百万円（前年同期比34百万円・24.3％増加）であります。

(2) 財政状態の分析

　当第２四半期会計期間末の資産については、売掛金の減少27百万円、たな卸資産の減少20百万円、投資有価証券

の減少19百万円等により、前事業年度末に比べ83百万円減少し、1,740百万円となりました。

　負債については、買掛金の減少3百万円等により、前事業年度末に比べ0百万円減少し、237百万円となりまし

た。

　純資産については、四半期純損失の計上による利益剰余金の減少77百万円等により、前事業年度末に比べ83百万

円減少し、1,502百万円となりました。

(3) キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ12百万円

減少し、1,395百万円となりました。

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　税引前四半期純損失76百万円の計上のほか、減損損失の計上10百万円、売上債権の減少27百万円、たな卸資産の

減少20百万円等の収入要因がありました結果、営業活動により使用した資金は22百万円となりました。（前年同期

は184百万円の使用）

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資事業組合からの分配金による収入10百万円等により、投資活動により獲得した資金は9百万円となりまし

た。（前年同期は2百万円の獲得）

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　単元未満株式の買取請求に伴う自己株式の取得による支出により、財務活動により使用した資金は0百万円とな

りました。（前年同期は資金の増減なし）

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

(5) 研究開発活動

　　当第２四半期累計期間における研究開発費の総額は、35百万円であります。

　なお、当第２四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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(6) 継続企業の前提に関する重要事象等を解消するための対応策

　当社は、継続して営業損失及びマイナスの営業キャッシュ・フローを計上し、継続企業の前提に重要な疑義を生

じさせるような状況が存在しております。しかしながら、当第２四半期会計期間末において借入金は無く現金及び

預金1,395百万円を保有し、必要な運転資金を確保していることから、継続企業の前提に関する重要な不確実性は

認められないと判断し、財務諸表への注記は記載しておりません。

　当社は、早期の経常損益の黒字化を達成し当該状況を解消する為、以下の諸施策を実施してまいります。

 

①マイクロサーバの開発と販売拡大

　当社は、付加価値の高いマイクロサーバに経営資源を集中しており、事業拡大の中心に据えております。マイ

クロサーバは、小型、省電力、高耐久性などの特長を備え、ネットワーク監視・品質管理、アクセス制御、各種

基本機能サーバのような豊富な活用事例があります。当社はこれら既存用途の案件に加え、多拠点でのネット

ワーク構築やＭ２Ｍなど急速に増えてきている案件をパートナーと連携して、着実に受注に結びつけてまいりま

す。さらに、市場の拡大にあわせマイクロサーバ事業を再定義し、従来のＬｉｎｕｘ上のアプリケーションを実

行するハードウェアとしての製品を提供するだけではなく、アプリケーションを通じたサービスを供給するプ

ラットフォームを、製品及びサービスにおいて提供する事業へと発展させ、事業の高収益化を図ってまいりま

す。

 

②社内体制の整備

　前事業年度において大幅に削減した経費については継続して抑制しつつ、マイクロサーバを中核とした事業体

制を推進してまいります。また、内部統制体制の整備・運用やコンプライアンス体制の強化についても積極的に

進めてまいります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 3,600,000

計 3,600,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成26年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,358,800 1,358,800
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

100株

計 1,358,800 1,358,800 － －

（注）平成26年８月１日をもって、当社株式は東京証券取引所マザーズから同取引所市場第二部へ市場変更しておりま

す。

 

(2)【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4)【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年７月１日～

平成26年９月30日
－ 1,358,800 － 2,019,628 － －
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(6)【大株主の状況】

  平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

鈴木　友康 東京都千代田区 299,000 22.00

本多　貴美子 東京都文京区 96,000 7.07

本多　基記 東京都葛飾区 85,400 6.28

村口　和孝 東京都世田谷区 64,300 4.73

橋本　文男 栃木県足利市 40,000 2.94

笛吹　美貴 東京都葛飾区 39,400 2.90

松井証券株式会社 東京都千代田区麹町一丁目４番地 33,700 2.48

山城　徹也 愛知県名古屋市中村区 25,000 1.84

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町一丁目２番10号 17,900 1.32

マネックス証券株式会社 東京都千代田区麹町二丁目４番地１ 13,300 0.98

計 － 714,000 52.55

（注）当社は自己株式90,618株を保有しておりますが、上記の大株主の状況からは除いております。

 

(7)【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成26年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　  90,600
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　1,267,900 12,679 －

単元未満株式 普通株式　     300 － －

発行済株式総数 1,358,800 － －

総株主の議決権 － 12,679 －

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式18株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成26年９月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

ぷらっとホーム　

株式会社

東京都千代田区九

段北四丁目１番３

号

90,600 － 90,600 6.67

計 － 90,600 － 90,600 6.67

（注）上記自己保有株式には、単元未満株式18株は含まれておりません。
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２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成26年７月１日から平成26

年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

(1)【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,407,705 1,395,651

売掛金 146,489 118,770

商品及び製品 11,206 10,783

原材料 109,160 88,712

その他 12,843 8,890

流動資産合計 1,687,405 1,622,809

固定資産   

投資その他の資産   

投資有価証券 89,515 70,152

その他 47,747 47,747

投資その他の資産合計 137,263 117,899

固定資産合計 137,263 117,899

資産合計 1,824,668 1,740,709

負債の部   

流動負債   

買掛金 87,242 83,542

未払法人税等 8,805 8,024

賞与引当金 15,773 16,569

製品保証引当金 1,017 1,028

その他 98,035 101,618

流動負債合計 210,873 210,782

固定負債   

退職給付引当金 17,288 18,651

その他 10,610 8,500

固定負債合計 27,898 27,151

負債合計 238,772 237,934

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,019,628 2,019,628

資本剰余金 158,329 158,329

利益剰余金 △437,549 △514,969

自己株式 △158,329 △158,348

株主資本合計 1,582,078 1,504,640

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 3,817 △1,865

評価・換算差額等合計 3,817 △1,865

純資産合計 1,585,896 1,502,774

負債純資産合計 1,824,668 1,740,709
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(2)【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

売上高 471,192 508,149

売上原価 317,633 326,309

売上総利益 153,559 181,840

販売費及び一般管理費 ※１ 272,051 ※１ 248,846

営業損失（△） △118,491 △67,006

営業外収益   

受取利息 134 130

為替差益 452 847

投資事業組合運用益 20,516 －

保険配当金 220 222

その他 151 0

営業外収益合計 21,474 1,200

営業外費用   

投資事業組合運用損 － 901

営業外費用合計 － 901

経常損失（△） △97,017 △66,707

特別損失   

減損損失 ※２ 3,784 ※２ 10,107

特別損失合計 3,784 10,107

税引前四半期純損失（△） △100,801 △76,815

法人税等 605 605

四半期純損失（△） △101,406 △77,420
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純損失（△） △100,801 △76,815

減損損失 3,784 10,107

受取利息及び受取配当金 △274 △130

投資事業組合運用損益（△は益） △20,516 901

売上債権の増減額（△は増加） 25,178 27,718

たな卸資産の増減額（△は増加） △33,388 20,870

仕入債務の増減額（△は減少） △44,901 △3,700

前渡金の増減額（△は増加） △1,052 1,164

未収入金の増減額（△は増加） △4,742 558

未払金の増減額（△は減少） △12,688 △5,993

その他 8,040 3,975

小計 △181,361 △21,342

利息及び配当金の受取額 274 130

法人税等の支払額 △3,840 △1,223

営業活動によるキャッシュ・フロー △184,928 △22,435

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △3,784 △830

投資事業組合からの分配金による収入 6,000 10,500

その他 － △256

投資活動によるキャッシュ・フロー 2,216 9,413

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 － △18

財務活動によるキャッシュ・フロー － △18

現金及び現金同等物に係る換算差額 561 986

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △182,151 △12,053

現金及び現金同等物の期首残高 1,527,638 1,407,705

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 1,345,487 ※１ 1,395,651
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【注記事項】

（四半期損益計算書関係）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期累計期間
（自　平成25年４月１日
　　至　平成25年９月30日）

　当第２四半期累計期間
（自　平成26年４月１日
　　至　平成26年９月30日）

給料及び賞与 101,826千円 93,598千円

賞与引当金繰入額 16,636 16,232

 

※２．減損損失

　当社は以下の資産グループについて減損損失を計上しました。

(1）減損損失を認識した資産グループの概要

前第２四半期累計期間（自　平成25年４月１日 至　平成25年９月30日）

場所 用途 種類

本社事務所
（東京都千代田区）

事　務　所 工具、器具及び備品

 

当第２四半期累計期間（自　平成26年４月１日 至　平成26年９月30日）

場所 用途 種類

本社事務所
（東京都千代田区）

事　務　所 長期前払費用等

 

(2）減損損失を認識するに至った経緯

　当社を取り巻く経済環境が不透明となり、固定資産投資の回収可能性を高い確度で担保することができなくなっ

たため、資産グループの帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しまし

た。

 

(3）主な固定資産の種類ごとの減損損失の金額

 
 
 

 
前第２四半期累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

 長期前払費用 －千円 9,850千円

 工具、器具及び備品 3,784 －

 その他 － 256

 計 3,784 10,107

 

(4）資産のグルーピングの方法

　当社は、全社を独立したキャッシュ・フローを生み出す最小の単位としてグルーピングを行っております。

 

(5）回収可能価額の算定方法

　回収可能価額は使用価値により零としております。

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
 
 

 
前第２四半期累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

 現金及び預金勘定 1,345,487千円 1,395,651千円

 現金及び現金同等物 1,345,487 1,395,651

 

EDINET提出書類

ぷらっとホーム株式会社(E03346)

四半期報告書

13/16



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社は、コンピュータ関連製商品とサービス等を提供する単一セグメントであるため、記載を省略しておりま

す。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△）（円） △79.96 △61.05

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（△）（千円） △101,406 △77,420

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（△）（千円） △101,406 △77,420

普通株式の期中平均株式数（株） 1,268,200 1,268,194

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在

株式が存在しないため記載しておりません。

２．平成25年10月１日付で普通株式１株につき100株の割合で株式分割を行っております。そのため、前事業年

度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純損失金額を算定しております。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年11月13日

ぷらっとホーム株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 笛木　忠男　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 平郡　　真　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているぷらっとホーム

株式会社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの第23期事業年度の第２四半期会計期間（平成26年７月１日から

平成26年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期財務諸

表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ぷらっとホーム株式会社の平成26年９月30日現在の財政状態並びに同日をもっ

て終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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